
若
者
も
巻
き
込
み
地
域
再
発
見
に

江
戸
東
京
伝
統
野
菜
で
町
お
こ
し

東
京
都

江
戸
東
亭
伝
統
野
菜
研
究
会
代
表
大
竹
道
茂

な
つ
か
し
い
伝
統
野
菜
は
三
四
種

伝
統
野
菜
は
、
タ
ネ
を
ま
き
、
で
き
た
野
菜
を
食
べ
、
そ

の
野
菜
か
ら
タ
ネ
を
採
り
、
ま
た
翌
年
タ
ネ
を
ま
く
と
い

う
よ
う
に
、
タ
ネ
を
通
し
て
命
が
今
日
ま
で
つ
な
が
っ
て

き
た
い
わ
ゆ
る
固
定
種
だ
。

野
菜
は
、
ど
れ
も
そ
う
だ
と
思
っ
て
い
る
人
が
多
い
が
、

今
日
ス
ー
パ
ー
な
ど
で
買
う
野
菜
の
ほ
と
ん
ど
は
、
交
配

種
の
一
代
雑
種
と
い
わ
れ
る
も
の
で
、
両
親
の
よ
い
所
を

受
け
継
い
だ
野
菜
だ
が
、
採
れ
た
タ
ネ
か
ら
は
同
じ
も
の

が
出
来
な
い
と
い
う
も
の
だ
。

今
回
お
話
す
る
江
戸
東
京
の
伝
統
野
菜
は
、
江
戸
か
ら

東
京
に
い
た
る
時
代
の
中
で
、
地
域
の
歴
史
や
文
化
を
今

に
伝
え
る
希
少
な
作
物
ば
か
り
で
、
産
地
の
名
前
で
呼
ば

れ
て
い
る
も
の
が
多
い
。

l
A
東
京
中
央
会
の
江
戸
東
京
野
菜
推
進
委
員
会
が

決
定
し
た
江
戸
東
京
の
伝
統
野
菜
の
品
種
は
三
四
種
類

だ
。
主
な
野
菜
の
名
称
、
そ
れ
に
も
と
も
と
の
生
産
地
は
、

練
馬
大
根
（
練
馬
区
＊
）
、
志
村
み
の
早
生
大
根
（
板
橋
区

＊
）
、
滝
野
川
牛
薯
（
北
区
）
、
雄
司
ケ
谷
茄
子
（
豊
島
区
）
、

鳴
子
瓜
（
新
宿
区
）
、
早
稲
田
ミ
ョ
ウ
ガ
（
新
宿
区
）
、
内
藤

唐
辛
子
（
新
宿
区
）
、
品
川
カ
ブ
（
品
川
区
）
、
寺
島
ナ
ス
（
墨

田
区
）
、
汐
入
大
根
（
荒
川
区
）
、
青
茎
三
河
島
菜
（
荒
川
区
）
、

砂
村
一
本
ネ
ギ
（
江
東
区
）
、
亀
戸
大
根
（
江
東
区
）
、
金
町

こ
か
ぶ
（
葛
飾
区
）
、
本
田
瓜
（
葛
飾
区
）
、
伝
統
小
松
菜
（
江

戸
川
区
＊
）
、
奥
多
摩
山
葵
（
奥
多
摩
＊
）
な
ど
で
あ
る
。

（
＊
は
現
在
も
生
産
地
は
同
じ
）

今
回
、
事
例
に
挙
げ
た
三
河
島
の
青
菜
、
早
稲
田
の

ミ
ョ
ウ
ガ
の
復
活
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
ド
ラ
マ
が
あ
っ
た
が
、

地
域
を
巻
き
込
ん
で
の
新
た
な
地
域
お
こ
し
に
な
り
、
地

域
再
発
見
に
も
つ
な
が
っ
た
。

三
河
島
葉
の
復
活
は
給
食
か
ら

江
戸
時
代
の
初
め
か
ら
、
「
青
茎
三
河
島
菜
」
は
漬
菜
と

し
て
江
戸
の
人
々
の
食
生
活
を
支
え
て
い
た
。
今
日
、
漬

物
と
い
う
と
ハ
ク
サ
イ
が
好
ま
れ
て
い
る
が
、
ハ
ク
サ
イ

が
普
及
す
る
の
は
、
実
は
昭
和
に
入
っ
て
か
ら
の
こ
と
だ
。

青
茎
三
河
島
菜
は
、
一
九
二
三
年
に
起
こ
っ
た
関
東
大
震

災
に
よ
っ
て
荒
川
区
の
農
地
が
被
災
者
な
ど
の
住
宅
用

地
に
転
用
さ
れ
て
、
消
え
て
し
ま
っ
た
歴
史
が
あ
る
。

四
年
前
の
冬
、
東
京
都
内
の
公
立
小
中
学
校
の
栄
養
士

の
皆
さ
ん
に
伝
統
野
菜
の
お
話
を
し
た
と
き
、
荒
川
区
の

栄
養
士
の
方
か
ら
、
「
荒
川
区
ゆ
か
り
の
野
菜
を
探
し
て

ほ
し
い
。
子
ど
も
た
ち
に
給
食
で
食
べ
さ
せ
た
い
」
と
依

頼
さ
れ
た
。
依
頼
さ
れ
た
こ
と
は
頭
の
隅
に
い
つ
も
あ
る

の
だ
が
、
た
ま
た
ま
仙
台
で
伝
統
野
菜
を
扱
う
青
果
商
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
て
い
た
ら
、
「
文
献
に
は
、
別
名
で

ク
三
河
島
菜
〟
と
記
さ
れ
て
お
り
」
と
あ
っ
た
。
調
べ
て
み

る
と
、
明
治
に
仙
台
で
発
行
さ
れ
た
歳
菜
の
専
門
書
に

「
三
河
島
菜
（
仙
台
に
て
は
芭
蕉
菜
と
称
す
）
」
と
あ
り
、
伊

達
藩
の
足
軽
が
江
戸
か
ら
タ
ネ
を
持
ち
帰
っ
た
と
い
い

伝
え
ら
れ
る
古
い
タ
イ
プ
の
青
茎
三
河
島
菜
で
あ
っ
た
。

写
真
や
細
密
画
と
し
て
伝
わ
っ
て
い
る
の
は
自
茎
で
品

種
改
良
さ
れ
た
新
し
い
も
の
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

こ
う
し
て
、
二
〇
一
〇
年
一
二
月
、
仙
台
か
ら
取
り
寄
せ

た
タ
ネ
で
「
青
茎
三
河
島
菜
」
が
東
京
都
小
平
の
地
で
復

活
し
た
。
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江戸東京・伝統野菜研究会

農業者を中心に組織され、大都

市東京のさまざまな地域で生

産されている伝統のある野菜

を丹念に調べ、根を絶やさずに

将来につないでいこうと活動

している。

prome
大竹道茂　おおたけ　みちしげ

1944年1月東京生まれ。JA東

京中央会で89年より江戸東

京野菜の復活に取り組み、97

年には江戸東京農業の説明板

50本を都内に設置企画。農水

省選定「地産地消の仕事人」。

江戸東京野菜コンシェルジュ

育成協議会会長。江戸東京野

菜推進委員会（JA東京中央

会）委員。著書に『江戸乗京野

菜（物語篇）』、監修の『江戸東

京野菜（図鑑篇）』農文協。ブロ

グ「江戸東京野菜通信」で情報

を発信中。

上：荒川区の小学校で栽培した青茎三河島菜を収穫する小学生

下：ミョウガの軟化栽培「ミョウガタケ」をする井之□氏
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先
の
栄
養
士
は
そ
の
後
転
任
し
て
し
ま
っ
た
が
、
ま
た

別
に
荒
川
区
の
栄
養
教
諭
の
鈴
木
理
恵
さ
ん
が
私
た
ち

を
訪
ね
て
き
て
、
試
食
用
に
持
ち
帰
っ
た
。
お
い
し
い
野

菜
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
翌
年
に
は
栄
養
士
た
ち
に
話
が

広
が
り
、
生
徒
た
ち
に
食
べ
さ
せ
よ
う
と
小
平
の
農
家
か

ら
仕
入
れ
、
同
区
の
一
八
校
の
給
食
で
提
供
さ
れ
た
。

ま
た
、
学
校
で
の
栽
培
も
始
ま
っ
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、

毎
日
水
を
や
り
、
青
虫
を
捕
る
な
ど
一
人
ひ
と
り
が
栽
培

に
携
わ
っ
た
。
野
菜
嫌
い
だ
っ
た
児
童
で
も
、
野
菜
に
興

味
を
持
ち
、
自
分
で
栽
培
し
た
か
ら
と
食
べ
る
こ
と
へ
の

興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
る
児
童
も
多
い
。

そ
れ
ま
で
荒
川
区
で
は
教
育
委
員
会
と
環
境
課
が
、
地

域
野
菜
の
振
興
に
取
り
組
む
小
学
校
な
ど
を
支
援
し
て

き
た
。
さ
ら
に
、
一
二
年
、
荒
川
区
観
光
振
興
課
の
谷
井
千

絵
課
長
が
、
ゆ
か
り
の
伝
統
野
菜
は
観
光
資
源
だ
と
し
た

こ
と
か
ら
、
新
た
な
展
開
が
始
ま
り
、
地
元
の
飲
食
店
へ

の
普
及
や
六
次
産
業
化
も
模
索
し
始
め
た
。

し
か
し
、
こ
こ
で
問
題
が
発
生
し
た
。
荒
川
区
で
は
、
生

産
地
が
小
平
市
で
は
違
い
か
ら
、
近
県
の
知
り
合
い
の
農

家
に
栽
培
さ
せ
た
い
と
い
う
。
わ
れ
わ
れ
は
、
東
京
の
農

業
振
興
が
ベ
ー
ス
に
あ
り
、
東
京
都
内
で
栽
培
す
る
か
ら

江
戸
東
京
野
菜
な
の
で
、
都
内
で
の
栽
培
を
お
願
い
し
、

ご
理
解
を
い
た
だ
い
て
い
た
。
そ
こ
で
、
同
観
光
振
興
課

で
は
、
近
隣
の
葛
飾
区
に
あ
る
都
立
農
産
高
校
に
栽
培
を

要
請
。
地
域
に
門
戸
を
開
き
、
地
域
と
一
体
に
な
っ
た
教

育
を
目
指
す
農
産
高
校
は
快
く
受
け
入
れ
て
、
一
二
年
か

ら
生
徒
達
が
、
栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

荒
川
区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
同
年
一
〇
月
か
ら

「
『
復
活
－
・
あ
ら
か
わ
の
伝
統
野
菜
』
だ
よ
り
」
を
掲
載
し

頻
繁
に
更
新
を
重
ね
て
い
る
。
掲
載
内
容
を
見
れ
ば
タ
ネ

ま
き
か
ら
収
穫
ま
で
い
き
い
き
と
し
た
農
産
高
校
の
生

徒
達
が
い
る
。
ま
た
、
商
品
開
発
に
つ
い
て
も
荒
川
区
と

農
産
高
校
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
み
、
昨
年
一
二
月
二

一
日
に
は
、
荒
川
区
が
開
催
し
た
1
R
旦
春
里
駅
前
の
広

場
で
の
物
産
展
「
に
っ
ぼ
り
マ
ル
シ
ェ
」
に
、
生
徒
達
が
栽

培
し
た
三
河
島
菜
を
持
ち
込
み
み
ず
か
ら
販
売
し
た
。
事

前
の
新
聞
報
道
も
あ
り
、
長
い
行
列
が
で
き
、
あ
っ
と
い

う
間
に
完
売
と
な
っ
た
。

早
稲
田
ミ
ヨ
ウ
ガ
捜
索
隊
を
組
織

二
〇
〇
九
年
八
月
に
足
立
区
興
野
の
農
家
で
、
昔
か
ら

栽
培
し
て
き
た
と
い
う
「
本
田
ウ
リ
」
が
見
つ
か
っ
た
。

こ
の
ニ
ュ
ー
ス
は
、
ま
だ
ま
だ
東
京
の
片
隅
に
伝
統
野

菜
が
ひ
っ
そ
り
と
息
づ
い
て
い
る
の
で
は
と
の
期
待
を

抱
か
せ
る
も
の
だ
っ
た
。
そ
ん
な
時
に
、
自
宅
に
生
え
て
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い
た
ミ
ョ
ウ
ガ
を
薬
味
に
素
麺
を
食
べ
て
い
て
、
ふ
と
思

い
つ
い
た
。
江
戸
の
ミ
ョ
ウ
ガ
も
生
き
残
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
－
。

江
戸
の
ミ
ョ
ウ
ガ
は
早
稲
田
が
産
地
で
、
享
保
年
間
の

古
文
書
に
そ
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
明
治
一
五
年
、
水

田
と
ミ
ョ
ウ
ガ
畑
が
広
が
っ
て
い
た
そ
の
早
稲
田
に
、
早

稲
田
大
学
の
前
身
・
東
京
専
門
学
校
を
大
隈
重
信
が
創
設

し
た
。
下
宿
や
食
堂
、
本
屋
が
立
ち
並
ぶ
よ
う
に
な
り
、
大

学
の
発
展
と
と
も
に
水
田
も
ミ
ョ
ウ
ガ
畑
も
な
く
な
っ

て
い
っ
た
。
今
で
は
あ
っ
た
こ
と
す
ら
人
々
か
ら
忘
れ
ら

れ
て
い
る
。
ミ
ョ
ウ
ガ
は
タ
ネ
を
ま
い
て
栽
培
す
る
の
で

は
な
く
、
栄
養
繁
殖
で
あ
り
地
下
茎
に
よ
っ
て
増
殖
す
る
。

そ
の
た
め
、
早
稲
田
地
域
に
あ
る
旧
家
の
裏
庭
な
ど
に
ま

だ
生
き
残
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
、
私
は
仮
説
を
た

て
、
同
年
一
二
月
の
ブ
ロ
グ
で
「
早
稲
田
ミ
ョ
ウ
ガ
を
探
し

ま
せ
ん
か
！
」
と
問
い
か
け
た
。

多
く
の
反
響
が
あ
っ
た
が
、
早
稲
田
大
学
堀
口
健
治
副

総
長
（
当
時
）
に
直
接
協
力
を
お
願
い
す
る
機
会
に
恵
ま

れ
た
。
お
陰
で
、
学
生
の
皆
さ
ん
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
の
機
会
を
い
た
だ
き
、
ア
ピ
ー
ル
し
た
結
果
、
学
生
や

O
B
な
ど
一
〇
名
ほ
ど
で
「
早
稲
田
ミ
ョ
ウ
ガ
捜
索
隊
」
が

結
成
さ
れ
た
。
一
〇
年
七
月
か
ら
数
回
の
調
査
で
、
何
と

三
十
数
カ
所
に
ミ
ョ
ウ
ガ
の
生
育
が
見
ら
れ
た
。

そ
の
頃
に
は
、
東
京
で
一
〇
年
前
ま
で
ミ
ョ
ウ
ガ
栽
培

を
し
て
い
た
農
家
、
井
之
口
喜
章
夫
氏
の
協
力
も
得
ら
れ
、

調
査
に
加
わ
っ
て
い
た
だ
い
て
い
た
。

明
治
の
中
期
か
ら
そ
の
地
に
お
住
ま
い
の
旧
家
の
庭

か
ら
発
見
さ
れ
た
模
様
は
、
「
N
H
K
ニ
ュ
ー
ス
7
」
の
ク

ル
ー
の
取
材
に
よ
り
、
全
国
へ
報
道
さ
れ
た
。

伝
え
ら
れ
る
早
稲
田
ミ
ョ
ウ
ガ
は
晩
生
で
赤
み
で
美

し
く
、
香
り
が
強
い
こ
と
だ
っ
た
の
で
、
八
月
以
降
一
〇
月

ま
で
、
追
跡
調
査
が
行
わ
れ
た
が
、
同
家
の
ミ
ョ
ウ
ガ
は
、

九
月
末
に
花
が
咲
い
た
こ
と
か
ら
晩
生
と
判
定
し
、
地
下

茎
が
休
眠
し
た
一
二
月
に
同
家
の
ご
厚
意
で
、
庭
の
地
下

茎
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
け
た
。

地
下
茎
は
、
井
之
口
氏
の
畑
に
仮
植
え
し
て
お
い
て
翌

春
の
彼
岸
前
に
定
植
し
た
。
一
二
年
九
月
に
赤
み
で
美
し

く
、
大
産
地
の
も
の
と
は
明
ら
か
に
違
う
形
で
香
り
が
強

い
早
稲
田
ミ
ョ
ウ
ガ
が
芽
を
出
し
た
。

こ
れ
よ
り
先
、
同
年
一
月
、
早
稲
田
大
学
の
都
市
居
住

環
境
論
研
究
室
で
「
ま
ち
づ
く
り
」
を
教
え
て
い
る
早
田

宰
教
授
か
ら
、
気
仙
沼
支
援
と
し
て
、
漁
獲
量
の
多
い
戻

り
カ
ツ
オ
を
早
稲
田
大
学
周
辺
商
店
連
合
会
が
購
入
し
、

早
稲
田
ミ
ョ
ウ
ガ
を
ツ
マ
に
し
て
料
理
を
提
供
し
た
い

と
、
協
力
を
求
め
ら
れ
た
。

「
第
一
回
早
稲
田
か
つ
お
祭
り
」
は
、
二
〇
一
二
年
九
月

三
〇
日
か
ら
一
〇
月
二
一
日
ま
で
の
問
、
盛
会
裏
に
開
催

さ
れ
気
仙
沼
市
の
菅
原
市
長
、
新
宿
区
の
中
山
区
長
、
鎌

田
早
稲
田
大
学
総
長
も
会
場
を
訪
れ
た
。

生
産
者
の
井
之
口
氏
は
、
同
年
四
月
か
ら
か
つ
て
出
荷

し
て
い
た
ミ
ョ
ウ
ガ
の
軟
化
栽
培
「
ミ
ョ
ウ
ガ
タ
ケ
」
に
試

験
的
に
取
り
組
ん
で
く
れ
て
い
た
。

翌
一
三
年
五
月
、
早
稲
田
の
ホ
テ
ル
で
早
稲
田
ミ
ョ
ウ

ガ
タ
ケ
ず
く
し
の
会
席
料
理
を
食
べ
る
会
を
企
画
す
る

と
、
三
〇
人
の
募
集
は
満
席
に
な
っ
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
春
の
「
ミ
ョ
ウ
ガ
タ
ケ
」
、
晩
夏
か
ら
秋

に
か
け
て
の
ミ
ョ
ウ
ガ
の
花
芽
「
ミ
ョ
ウ
ガ
ノ
コ
」
が
楽
し

め
る
栽
培
体
制
が
整
っ
た
。
生
産
は
東
京
の
農
家
が
受
け

持
つ
が
、
集
荷
か
ら
消
費
に
い
た
る
取
り
組
み
や
地
域
お

こ
し
は
、
早
田
教
授
の
指
導
で
始
ま
っ
た
。

一
三
年
九
月
二
一
日
、
江
戸
時
代
か
ら
ミ
ョ
ウ
ガ
畑
の

神
明
宮
と
い
わ
れ
て
い
た
天
祝
神
社
の
例
大
祭
の
祭
事

で
は
、
井
之
口
氏
が
早
稲
田
ミ
ョ
ウ
ガ
を
奉
納
し
て
「
祭
」

が
執
り
行
わ
れ
、
「
第
二
回
早
稲
田
か
つ
お
祭
り
」
に
引
き

継
が
れ
た
。
特
別
企
画
と
し
て
地
元
の
銭
湯
「
枚
の
湯
」
が

「
ミ
ョ
ウ
ガ
湯
」
を
沸
か
し
、
地
元
和
菓
子
店
が
試
作
し
た

ミ
ョ
ウ
ガ
饅
頭
の
試
食
会
も
行
わ
れ
、
新
た
な
名
物
づ
く

り
も
始
ま
っ
た
。

兼
京
五
輪
お
も
て
な
し
に
も

品
川
区
北
品
川
で
は
「
品
川
カ
ブ
」
が
ケ
ー
キ
に
な
り
、

餃
子
に
な
り
、
饅
頭
に
な
っ
た
。
ま
た
、
墨
田
区
東
向
島
の

第
一
寺
島
小
学
校
で
復
活
し
た
「
寺
島
ナ
ス
」
は
、
東
武
線

東
向
島
駅
前
の
プ
ラ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
、
地
域
の
方
々
が

鉢
植
え
で
栽
培
、
ス
イ
ー
ツ
の
商
品
開
発
も
行
わ
れ
て
い

る
。
伝
統
野
菜
は
、
ま
ず
く
て
栽
培
さ
れ
な
く
な
っ
た
の

で
は
な
く
、
昭
和
四
〇
年
代
に
導
入
さ
れ
た
、
国
の
指
定

産
地
制
度
に
よ
り
、
地
方
に
大
産
地
が
生
ま
れ
、
そ
こ
か

ら
安
定
的
に
規
格
ど
お
り
の
野
菜
が
消
費
地
に
大
量
に

運
ば
れ
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
だ
。
揃
い
が
悪
く
規

格
に
合
わ
な
い
伝
統
野
菜
は
、
今
日
の
流
通
に
乗
ら
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
復
活
し
た
野
菜
を
食
べ
て
み
る
と
、
多
く
の

方
々
は
そ
の
個
性
豊
か
な
味
わ
い
に
驚
き
、
魅
了
さ
れ
て

し
ま
う
。
和
食
の
食
文
化
が
ユ
ネ
ス
コ
の
無
形
文
化
遺
産

に
登
録
さ
れ
た
こ
と
で
、
全
国
各
地
で
伝
統
野
菜
の
見
直

し
が
行
わ
れ
、
光
が
当
た
り
つ
つ
あ
る
。
伝
統
野
菜
は
、
大

量
生
産
、
大
量
消
費
の
流
れ
に
乗
せ
る
の
で
は
な
く
、
そ

の
土
地
で
食
べ
る
も
の
だ
。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
六
年
後
に
控
え
、
江
戸
東
京
野

菜
は
世
界
の
お
客
さ
ま
や
、
全
国
の
お
客
さ
ま
へ
の
「
お
・

も
・
て
・
な
・
し
」
の
食
材
と
し
て
、
東
京
に
来
て
、
歴
史
や

文
化
と
共
に
、
し
み
じ
み
と
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
臼




